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編集後記 
 
延期されていた東京オリンピック 2020 の開催やコロナワクチンの職域接種、緊急事態宣

⾔の発出などと、「with コロナ」の⼀年でした。秋には緊急事態宣⾔も解除されましたが、
年中なんらかの宣⾔が発出されていた感があります。⼤学は相変わらずの対⾯/遠隔のハイ
ブリッド講義が続いています。多くの学会もオンラインで開催されています。Web 開催は
⼿軽に参加できるメリットはありますが、参加者の雰囲気や反応も解らないのでいまいち
盛り上がりに⽋けますね。⼤学の講義でも、学⽣がいない講義室で⼀⼈で話していると、虚
しくなってきます。半分でも学⽣がいてくれて良かったと思います。この様なスタイルが今
後のスタンダードになるのかは解りませんが、試⾏錯誤して学⽣によりよい学習環境を提
供しなければいけないなと感じております。 
 
（⼩幡 徹） 
  


